
支
部
の
機
関
誌

を
期
待
す
る
声
が

聞
か
れ
て
い
た
が
、

よ
う
や
く
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

紙
面
は
、
同
支

部
の
活
動
や
将
棋

情
報
を
軸
に
構
成

す
る
が
、
題
材
は

限
定
せ
ず
広
く
さ

ま
ざ
ま
な
話
題
も
提

供
し
、
支
部
会
員
以
外
の
読
者

か
ら
も
支
持
を
得
た
い
。

手
作
り
の
情
報
誌
と
し
て
の

“
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
”
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
紙
面
作
り
を
目

指
す
。

支
部
会
員
の
近
況
・
他
団
体

の
活
動
の
様
子
な
ど
、
情
報
を

お
寄
せ
頂
く
と
嬉
し
い
。
同
支

部
は
「
将
棋
サ
ロ
ン
＆
カ
フ
ェ

み
ず
な
ら
」
に
事
務
局
を
置
い

て
い
る
の
で
、
同
店
に
情
報
を

御
寄
せ
願
い
た
い
。

四
月
二
三
日
夕
刻
、
日
本
将

棋
連
盟
全
道
庁
支
部
の
選
抜
チ
ー

ム
が
、
札
幌
中
央
支
部
の
選
抜

チ
ー
ム
と
将
棋
サ
ロ
ン
み
ず
な

ら
に
お
い
て
団
体
対
抗
戦
を
行

い
４
―
２
で
勝
ち
、
先
輩
支
部

の
貫
録
を
示
し
た
。

札
幌
中
央
支
部
は
、
他
支
部

と
親
睦
を
深
め
る
べ
く
、
交
流

戦
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
日
は

平
日
の
夕
刻
と
い
う
こ
と
も
あ

り
有
志
の
み
の
参
加
と
な
っ
た

が
、
全
道
庁
支
部
が
選
手
層
の

厚
さ
を
証
明
し
た
。

対
抗
戦
の
後
は
酒
食
を
囲
ん

で
親
交
を
深
め
、
そ
の
後
さ
ら

に
将
棋
や
囲
碁
の
自
由
対
局
も
。

み
ず
な
ら
の
棋
友
の
飛
び
入

り
参
加
も
迎
え
、
夜
の
深
ま
る

の
も
忘
れ
楽
し
い
ひ
と
時
を
共

有
し
た
。
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み

ず

な

ら

楽
し
い
紙
面
を
期
待

昭
和
46
年
に
ア
マ
名
人
を
獲
得

し
て
以
来
、
大
山
名
人
、
中
原
名
人
、

森
け
い
二
八
段
の
名
人
、
Ａ
級

と
通
算
４
局
の
角
落
戦
を
指
し

て
い
る
。
結
果
は
４
連
勝
。
出

来
過
ぎ
で
あ
る
。

当
時
は
ア

マ
名
人
ク
ラ
ス
で
も
角
落
戦

で
Ａ
級
八
段
に
な
か
な
か
勝

て
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

今
回
は
そ
の
４
局
の
う
ち
の
２
局

目
、
中
原
名
人
戦
を
ご
紹
介
す
る
。

対
局
は
昭
和
49
年
の
正
月
に
行
わ

れ
た
。
場
所
は
札
幌
東
急
デ
パ
ー
ト

の
新
春
将
棋
ま
つ
り
。
今
も
そ
の
時

の
状
況
が
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
る
。

相
手
は
中
原
名
人
、
不
足
の
あ
ろ
う

は
ず
が
な
い
。
角
落
戦
で
あ
る
。
大

観
衆
、
短
時
間
の
将
棋
、
相
当
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
。

（
文
・
高
野
明
富

六
段
・
昭
和
46

年
全
日
本
ア
マ
名
人
＝
会
報
創
刊
記

念
特
別
寄
稿
）

【
二
面
に
自
戦
解
説
】

高
野
明
富
元
名
人
の
思
い
出
の
一
局

全
道
庁
支
部
チ
ー
ム
快
勝

４月29日に北海道将棋会

館で３名一組で戦う朝日職

団戦が行われた。

実力に応じたクラスごと

に争われ、最強チーム同士

の激戦となるS級で、「みず

ならＳ」チームが、４戦全

勝で優勝した。

強敵ばかりの大将戦で勝

ち星４をあげた桜庭篤さん

（写真中央）は「ずいぶん

苦しい将棋もありましたが、

勝ちに恵まれました。」と

謙虚に語っていた。

み ず な ら S
団 体 優 勝

みずならＳチーム職団戦優勝

h ttp :/ /ww w. kan ar iya .c o. jp

生地・洋裁手芸・クラフトの専門店

支 部 会 報 創 刊特別 寄 稿

日
本
将
棋
連
盟
札
幌
中
央
支
部
の
会
報
が
創
刊
さ

れ
た

本
号
が
そ
の
記
念
す
べ
き
創
刊
号
。



◆
自
戦
記
◆
高
野
明
富

解
説
者
役
と
し
て
ア
マ
応
援

団
と
し
て
北
海
道
将
棋
連
盟
会

長
の
佐
々
木
治
夫
氏
が
、
プ
ロ

側
応
援
団
と
し
て
ア
マ
に
対
し

て
厳
し
い
毒
舌
家
と
し
て
知
ら

れ
る
医
事
評
論
家
の
石
垣
純
二

氏
で
あ
る
。

負
け
た
ら
石
垣
純
二
氏
に
ア

マ
は
弱
い
、
だ
か
ら
二
枚
落
に

す
べ
き
だ
と
コ
テ
ン
パ
ン
に
言

わ
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。

石
垣
氏
は
ア
マ
は
二
枚
落
に

す
べ
き
だ
と
の
持
論
を
持
っ
て

い
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
く
の
が

嫌
だ
っ
た
の
で
頑
張
っ
た
。

角
落
戦
の
下
手
の
作
戦
は
矢

倉
か
振
飛
車
で
あ
る
。
居
飛
車

党
の
私
は
得
意
戦
法
の
矢
倉
を

選
ん
だ
。

第
１
図
は
中
原
名
人
の
△
６

四
銀
に
対
し
て
、
▲
３
五
歩
と

仕
掛
け
た
局
面
。
角
落
戦
と
し

て
は
ま
ず
ま
ず
の
局
面
。
以
下
、

△
８
六
歩
、
▲
同
銀
、
△
６
五

歩
、
▲
２
二
歩
、
△
同
玉
、
▲

４
五
歩
、
△
６
六
歩
、
▲
同
金
、

△
６
五
銀
で
第
２
図
。

途
中
、
△
６
五
歩
に
対
し
て

手
抜
き
し
て
▲
２
二
歩
か
ら
▲

４
五
歩
と
指
し
、
上
手
の
玉
を

不
安
定
に
す
る
の

が
勝
負
の
呼
吸
。
若
し
、
▲
６

五
同
歩
と
指
す
と
、
す
か
さ
ず
、

上
手
に
▲
６
六
歩
と
さ
れ
、
速

度
が
一
手
速
く
な
る
。

第
２
図
の
局
面
で
う
っ
か
り

▲
６
五
同
金
と
取
ろ
う
も
の
な

ら
△
６
五
同
桂
と
さ
れ
、
△
５

七
金
を
狙
わ
れ
局
面
が
一
気
に

紛
れ
て
し
ま
う
。

こ
こ
で
私
は
▲
６
七
歩
と
打
っ

た
が
受
け
の
好
手
と
思
う
。
本

局
を
勝
ち
に
導
い
た
手
で
特
に

印
象
深
い
。

以
下
、
筋
に
入
っ
た
攻
め
で
、

中
原
名
人
と
い
え
ど
も
変
化
の

し
よ
う
が
な
い
。

以
下
、
指
し
手
の
み
を
記
す
。

▲
６
七
歩
以
下
、
△
４
五
歩
、

▲
３
四
歩
、

△
同

金

、

▲
３
六
銀
、

△
６
六
銀
、

▲
同

歩

、

△
６
七
歩
、

▲
同

金

、

△
６
五
歩
、

▲
３
五
銀
、

△
３
三
歩
、

▲
４
三
歩
、

△
同
銀
、
▲
４
四
歩
、
△
同
銀
、

▲
同
銀
、
△
同
金
、
▲
２
四
歩

（
第
３
図
）

第
３
図
以
下
、
△
３
二
玉
、

▲
６
三
銀
、
△
６
六
歩
、
▲
同

金
、
△
６
五
歩
、
▲
２
三
歩
成
、

△
４
三
玉
、
▲
３
二
銀
、
△
５

三
玉
、
▲
７
四
銀
成
、
△
６
六

歩
、
▲
６
四
歩
ま
で
96
手
で
下

手
勝
。
以
上

【
投
了
図
】

優
勝
阿
部
孝
行
・
準
優
勝
佐
藤

丈
瑠
・
３
位
川
崎
陽
平

四
月
二
四
日
、
み
ず
な
ら
に

バ
ッ
ク
ギ
ャ
モ
ン
の
愛
好
家
が

集
ま
っ
た
。

バ
ッ
ク
ギ
ャ
モ
ン
は
羽
生
名

人
ら
棋
士
の
間
で
も
人
気
が
高

い
。
古
く
か
ら
世
界
中
で
楽
し

ま
れ
て
き
た
奥
の
深
い
ゲ
ー
ム

だ
。
み
ず
な
ら
で
は
色
々
な
ゲ
ー

ム
が
楽
し
ま
れ
て
い
る
。
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～みずなら～

将棋・囲碁・チェス・ﾊ゙ ｯｸｷ゙ ｬ

ﾓﾝ・ｵｾﾛ・どうぶつ将棋

◆席料案内◆

平日800円・土日祝1000円

＝中学生以下は半額＝

（女性・学生・ｼﾙﾊﾞｰ割引）

回数券・月極め料金有り

み

ず

な

ら

リ

ー

グ

（

三

月

結

果

）

バ

ッ

ク

ギ

ャ

モ

ン

【

思

い

出

の

一

局

】

会

報

創

刊

記

念

特

別

寄

稿

昭和49年1月5日

於：札幌東急デパート

▲下手：高野明富六段

△上手：中原誠名人（角落）

（第１図▲３五歩まで）

（第２図△６五銀まで）

（第３図▲２四歩まで）

▲ 編 集 後 記 ▲

ようやく創刊にこぎつけた。

きっと、これからが、もっと

たいへんなのであろう。

創刊号は4月23日付とした。

実は、この日は編集者（山下

弘人）の誕生日。公私混同だ。

ご失笑を願う。


